
２０２０／０３／２８ （土）事故防止資料 タイツウ運輸 代表取締役 植田伸一

『他人事』ではなく
『自分』が起こしたら、『自分』が遭ったら、『家族』が起こしたら、『家族』が遭ったら

令和２年 「春の全国交通安全運動」
【運動期間：４月６日（月）～４月15日（水）】

◇北海道内、事故多発◇
＜交通事故防止のポイント＞

◆前方の安全確認を怠らない
◆スピードダウン スピードの出し過ぎはダメ
◆交差点では、左右の安全確認徹底を

「見落とし」を、無くせば・・・「事故は無くなる」

バックは、「３秒バック」で、「１秒止まる」

一時停止は、「停止線」で、「まず止まる」･･･「確認はその後」 ２段停止

◇右左折時、横断歩道手前 スピードを落として、徐行する◇
『あ 』と思ったら、『すぐ』止まれるように

◇交差点 右左折時の事故防止◇
『まさかより もしもの気持ちで 事故はゼロ』

『大丈夫だろう』ではなく、『危ないかもしれない』で、事故防止

◆労災事故防止 トラックの荷台から･･･「墜落・転落」、「挟まれ」防止◆

○ 積み降し作業中の、荷台からの墜落・転落に注意しましょう
○ 鋼材、資材の積み降し作業中の、手・指・足のはさまれ事故に注意しましょう
○ ハウス、トイレの積み降し作業時の、脚立・屋根からの転落に注意しましょう

敷き鉄板の積み降し作業時 ユニック作業に注意しましょう
「吊り下」には 、絶対、絶対･････入らないこと
ワイヤー、フック、シャックルの安全点検

◇見直そう 「慣れ」の作業◇
積み込みや付帯作業にも注意が必要

○ 荷崩れ、作業者が巻き込まれ死亡
○ ユニック車で積込作業中、吊り荷が落下、ドライバーが下敷き、死亡
○ 仮眠中にサイドブレーキが外れ車が動きだし、前車に追突した

早朝5時 軽乗用車が、中央分離帯のガードレール衝突し、１人死亡
◇目がかゆいは眠気のサイン 運転時の休憩は２時間ごとに◇
◇2時間走行、15分休憩 守ろう 自分の命、他人の命◇

２０２０／３／２３（月） １２：２０
２３日午前５時過ぎ、宮城県の国道で、軽乗用車が中央分離帯のガードレールに接触し、前方部分から出火し

ました。この事故で、軽乗用車を運転していた７０代の男性が、まもなく死亡しました。

カーブ曲がりきれず…若者4人の車が転落、1人死亡
「スピードを出しすぎてハンドルを切れなかった」

◇カーブの手前は、スピードを十分に落として走行しましょう◇
２０２０／３／２３（月） １２：２５

２２日午後８時前、福岡県で若い男女４人の乗った車が、片側１車線の緩やかな右カーブを曲がりきれずに田んぼ
に落ち、後部座席に乗っていた１８歳の男性が死亡しました。また、運転していた２０歳の男性を含む若い男女３人
もそれぞれ頭を打つなどしてけがをしています。運転手の男性は、警察に対して「スピードを出しすぎてハンド
ルを切れなかった」と説明していて、警察が当時の状況を詳しく調べています。

酒気帯び運転 信号待ち車に追突 会社員逮捕
◇飲酒運転で、「捕まった者、事故を起こした者」は、◇

◇「自分だけは捕まらない、事故を起こさない」と思っていた◇
２０２０／３／２１（土） ２０：４７

警察は２１日、酒気帯び運転の疑いで会社員の男（２６）を現行犯逮捕した。逮捕容疑は、同日午前３時４０分ごろ
、岡山県の交差点で、酒気を帯びた状態で乗用車を運転し、信号待ちで停止していた男性（７４）の乗用車に追突
し、飲酒検知で呼気１リットル中０・４ミリグラムのアルコールを検出した。けが人はなかった。


